
○交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項の
うち重要なものを記載した書面です。その他の内容
については、運用報告書（全体版）に記載しており
ます。

○当ファンドは、投資信託約款において運用報告書
（全体版）に記載すべき事項を、電磁的方法により
ご提供する旨を定めております。運用報告書（全体
版）は、岡三アセットマネジメントのホームページ
にて閲覧・ダウンロードいただけます。

○運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求
により交付されます。交付をご請求される方は、販
売会社までお問い合わせください。

＜運用報告書（全体版）の閲覧・ダウンロード方法＞
ホームページのファンド情報から当ファンドのファン
ド名称を検索することにより、運用報告書（全体版）
を閲覧およびダウンロードすることができます。

〒104-0031　東京都中央区京橋２－２－１
お問い合わせは弊社営業部　セールスサポートグループへ

フリーダイヤル  0120－048－214（営業日の9:00～17:00）

［ホームページ］
https://www.okasan-am.jp
※アクセスにかかる通信料はお客様のご負担となります。

為替ヘッジあり
第123期末（2022年11月17日）

基 準 価 額 4,827円
純 資 産 総 額 770百万円

第118期～第123期
騰 落 率 △ 10.2％
分配金（税引前）合計 120円

為替ヘッジなし
第123期末（2022年11月17日）

基 準 価 額 6,669円
純 資 産 総 額 9,371百万円

第118期～第123期
騰 落 率 △ 1.6％
分配金（税引前）合計 120円

（注）騰落率は分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみな
して計算したもので、小数点以下第２位を四捨五入して表示
しております。

（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。

アジア ハイ・イールド・
プラス（毎月決算型）
（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

追加型投信／海外／債券

作成対象期間：2022年５月18日～2022年11月17日

交付運用報告書
第118期（決算日 2022年６月17日） 第121期（決算日 2022年９月20日）
第119期（決算日 2022年７月19日） 第122期（決算日 2022年10月17日）
第120期（決算日 2022年８月17日） 第123期（決算日 2022年11月17日）

受益者の皆様へ
　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げます。
　さて、「アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算
型）（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）」は、こ
のたび、第123期の決算を行いました。
　当ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、アジ
アのハイ・イールド債券を中心に、他、転換社債（ＣＢ）
等に実質的に投資を行い、投資信託財産の安定した収益
の確保と着実な成長を目指して運用を行いました。
　「為替ヘッジあり」においては、実質組入外貨建資産
について、原則として為替ヘッジを行い、為替変動リス
クの低減を目指しました。
　ここに、当作成対象期間の運用経過等についてご報告
申し上げます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し
上げます。
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1

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）

【為替ヘッジあり】

第118期首： 5,506円
第123期末： 4,827円（既払分配金（税引前）：120円）
騰 落 率：△10.2％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス
を示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。
したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、作成期首（2022年５月17日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。

運用経過

作成期間中の基準価額等の推移 （2022年５月18日～2022年11月17日）
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2

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジなし）

【為替ヘッジなし】

第118期首：6,893円
第123期末：6,669円（既払分配金（税引前）：120円）
騰 落 率：△1.6％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス
を示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。
したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、作成期首（2022年５月17日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
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3

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

○基準価額の主な変動要因
＜アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）＞
　当ファンドの主要投資対象ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。

（主なプラス要因）
○アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジあり）（適格機関投資家専用）
・投資対象とした「ＧＩＭアジア・ハイ・イールド債券マザーファンド（適格機関投資家専用）」（マ

ザーファンド）において、保有債券からの利息収入がプラス要因となりました。

○シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て））
・コミュニケーション・サービスセクターが堅調に推移し、銘柄別ではBHARTI  AIRTEL、

SHANDONG WEIGAO GROUPなどの組入れがプラス要因となりました。

（主なマイナス要因）
○アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジあり）（適格機関投資家専用）
・投資対象とした「ＧＩＭアジア・ハイ・イールド債券マザーファンド（適格機関投資家専用）」（マ

ザーファンド）において、保有債券の利回りが上昇し、債券価格が下落したことがマイナス要因とな
りました。

○シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て））
・金融、一般消費財・サービスセクターが軟調に推移し、銘柄別では、COUNTRY GARDEN 

HOLDINGS、NO VA LAND INVESTMENT GROUPなどの組入れがマイナス要因となりました。

＜アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジなし）＞
　当ファンドの主要投資対象ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。

（主なプラス要因）
○アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
・投資対象とした「ＧＩＭアジア・ハイ・イールド債券マザーファンド（適格機関投資家専用）」（マ

ザーファンド）において、保有債券からの利息収入がプラス要因となりました。
・為替市場で米ドルが対円で上昇したことがプラス要因となりました。

○シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て））
・コミュニケーション・サービスセクターが堅調に推移し、銘柄別ではBHARTI  AIRTEL、

SHANDONG WEIGAO GROUPなどの組入れがプラス要因となりました。

（主なマイナス要因）
○アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
・投資対象とした「ＧＩＭアジア・ハイ・イールド債券マザーファンド（適格機関投資家専用）」（マ

ザーファンド）において、保有債券の利回りが上昇し、債券価格が下落したことがマイナス要因とな
りました。

○シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て））
・金融、一般消費財・サービスセクターが軟調に推移し、銘柄別ではCOUNTRY GARDEN 

HOLDINGS、NO VA LAND INVESTMENT GROUPなどの組入れがマイナス要因となりました。
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4

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）

【為替ヘッジあり】

項 目 第118期～第123期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

(a) 信 託 報 酬 29 0.571 (a)信託報酬＝作成期間中の平均基準価額×信託報酬率
( 投 信 会 社 ) （11） （0.222） 委託した資金の運用の対価
( 販 売 会 社 ) （17） （0.333） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管

理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) （ 1） （0.017） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

(b) そ の 他 費 用 0 0.008 (b)その他費用＝作成期間中のその他費用÷作成期間中の平均受益権口数
( 監 査 費 用 ) （ 0） （0.007） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
( そ の 他 ) （ 0） （0.001） その他は、金融商品取引を行う為の識別番号取得費用等

合 計 29 0.579
作成期間中の平均基準価額は、5,118円です。

（注）作成期間中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結
果です。

（注）各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。
（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表

示することとしております。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。

１万口当たりの費用明細 （2022年５月18日～2022年11月17日）
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5

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）

（参考情報）
○総経費率
　作成期間中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料およ
び有価証券取引税を除く。）を作成期間中の平均受益権口数に作成期間中の平均基準価額（１口当
たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.11％です。

（単位：％）

総経費率（①＋②＋③） 2.11

①当ファンドの費用の比率 1.15

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.69

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.27
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券です。
（注）当ファンドの費用は、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。
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6

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジなし）

【為替ヘッジなし】

項 目 第118期～第123期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

(a) 信 託 報 酬 39 0.571 (a)信託報酬＝作成期間中の平均基準価額×信託報酬率
( 投 信 会 社 ) （15） （0.222） 委託した資金の運用の対価
( 販 売 会 社 ) （23） （0.333） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管

理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) （ 1） （0.017） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

(b) そ の 他 費 用 0 0.007 (b)その他費用＝作成期間中のその他費用÷作成期間中の平均受益権口数
( 監 査 費 用 ) （ 0） （0.007） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
( そ の 他 ) （ 0） （0.000） その他は、金銭信託支払手数料等

合 計 39 0.578
作成期間中の平均基準価額は、6,893円です。

（注）作成期間中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結
果です。

（注）各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。
（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表

示することとしております。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。
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7

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジなし）

（参考情報）
○総経費率
　作成期間中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料およ
び有価証券取引税を除く。）を作成期間中の平均受益権口数に作成期間中の平均基準価額（１口当
たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.90％です。

（単位：％）

総経費率（①＋②＋③） 1.90

①当ファンドの費用の比率 1.14

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.69

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.07
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券です。
（注）当ファンドの費用は、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当ファンド
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運用管理費用
（投信会社）
0.44％

運用管理費用
（販売会社）
0.66％

運用管理費用
0.69％

総経費率
1.90％
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（投信会社）
0.44％

運用管理費用
（販売会社）
0.66％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.01％

運用管理費用
0.69％

運用管理費用以外
0.07％
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8

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）

【為替ヘッジあり】

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス
を示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。
したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、2017年11月17日の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

2017年11月17日
期初

2018年11月19日
決算日

2019年11月18日
決算日

2020年11月17日
決算日

2021年11月17日
決算日

2022年11月17日
決算日

基準価額 （円） 8,761 7,550 7,517 7,130 6,243 4,827
期間分配金合計（税引前） （円） － 600 510 480 480 300
分配金再投資基準価額騰落率（％） － △ 7.2 6.4 1.5 △ 6.2 △ 18.3
J.P. Morgan Asia Credit Index － 
Non-investment Grade Corporate 
Index〔米ドル建て〕騰落率

（％） － △ 4.2 13.3 4.4 △ 9.1 △ 25.0

純資産総額 （百万円） 2,202 1,370 1,246 1,135 881 770
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注）騰落率は１年前の決算応当日との比較です。
（注）J.P. Morgan Asia Credit Index － Non-investment Grade Corporate Index〔米ドル建て〕は当ファンドの参考指数です。参考指数は投

資対象資産の市場動向を説明する指数として記載しているものです。

最近５年間の基準価額等の推移 （2017年11月17日～2022年11月17日）
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9

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジなし）

【為替ヘッジなし】

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス
を示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。
したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、2017年11月17日の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

2017年11月17日
期初

2018年11月19日
決算日

2019年11月18日
決算日

2020年11月17日
決算日

2021年11月17日
決算日

2022年11月17日
決算日

基準価額 （円） 10,258 8,278 7,838 7,155 6,934 6,669
期間分配金合計（税引前） （円） － 1,440 900 600 480 300
分配金再投資基準価額騰落率（％） － △ 5.4 5.9 △ 0.9 3.5 0.6
J.P. Morgan Asia Credit Index － 
Non-investment Grade Corporate 
Index〔円換算後〕騰落率

（％） － △ 4.4 9.4 0.3 △ 0.0 △ 8.9

純資産総額 （百万円） 40,908 22,801 14,618 13,552 11,006 9,371
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注）騰落率は１年前の決算応当日との比較です。
（注）J.P. Morgan Asia Credit Index － Non-investment Grade Corporate Index〔円換算後〕は当ファンドの参考指数であり、当該日前営業

日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて岡三アセットマネジメントが算出しています。参考指数は
投資対象資産の市場動向を説明する指数として記載しているものです。
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10

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

　当作成期のアジア ハイ・イールド債券市場は下落しました。作成期首から2022年７月中旬にかけては、
中国の不動産開発業者の資金繰り悪化懸念やインフレの高進が続く米国で米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）
が金融引き締め政策を維持したことなどを受けて、アジア ハイ・イールド債券市場は軟調に推移しまし
た。７月中旬から８月にかけては、成長鈍化懸念が燻る中国において、中国国務院と人民銀行が景気刺
激策を発表したことなどを受けて緩やかに上昇しました。９月から11月初めにかけては、中国の不動産
開発企業の債務不履行に関する報道を受けて、再び中国の不動産市場に対する懸念が台頭したことに加
え、米国債利回りの上昇などが市場の下押し圧力となり下落しました。作成期末直前には、中国で不動
産デベロッパー救済策の発表やゼロコロナ政策が解除されるとの思惑が浮上し、上昇に転じました。
　アジアＣＢ市場は下落しました。作成期を通してグローバルにインフレ圧力が高まり、中央銀行の金
融政策に対する警戒感から投資家のリスク回避姿勢が強まるなか、収束の見えないロシアによるウクラ
イナ侵攻や中国の厳格なゼロコロナ政策、不動産セクターに対する懸念を背景にアジアの株式市場は軟
調に推移しました。このような中、ＣＢ市場も中国不動産セクターの悪影響を受け下落しましたが、株
式市場に対してはアウトパフォームし、下値抵抗力を発揮しました。
　為替市場では米ドルが対円で上昇しました。作成期を通してＦＲＢが積極的に利上げを続けたことか
ら、日米金利差の拡大が意識され、ドル高が続きました。また、資源価格の高止まりに伴う日本の貿易
収支の悪化が円を売る動きに拍車をかけました。

投資環境 （2022年５月18日～2022年11月17日）
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11

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

＜アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）＞
　「アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジあり）（適格機関投資家専用）」および
「シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建
て））」を投資対象ファンドとし、両ファンド合計の組入比率を高位に維持しました。なお、「シュ
ローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て））」
については、実質組入外貨建資産に対し、当ファンドにて為替ヘッジを行いました。

○アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジあり）（適格機関投資家専用）
　マザーファンドへの投資を通じて、アジアのハイ・イールド債券等に投資を行い、安定的かつ高水準
の配当等収益を確保し、信託財産の中長期的な成長を図ることを目的として運用を行いました。また、
実質組入外貨建資産については、為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を図りました。当作成期に
おいては、国別では中国、業種別では金融への投資比率を高めに維持しました。

○シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て））
　日本を除くアジア企業が発行する転換社債またはその他証券（転換優先株、他社株転換可能債券な
ど）に投資を行い、信託財産の着実な成長を目的として運用を行いました。また、外貨建資産への投資
については、為替ヘッジを行いませんでした。当作成期においては、セクター別では、一般消費財・
サービス、コミュニケーション・サービス、資本財・サービスセクターの組入比率を高位とし、国別で
は、中国、インド、台湾を中心とした組入れとしました。

＜アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジなし）＞
　「アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）」および
「シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建
て））」を投資対象ファンドとし、両ファンド合計の組入比率を高位に維持しました。

○アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
　マザーファンドへの投資を通じて、アジアのハイ・イールド債券等に投資を行い、安定的かつ高水準
の配当等収益を確保し、信託財産の中長期的な成長を図ることを目的として運用を行いました。また、
実質組入外貨建資産については、為替ヘッジを行いませんでした。当作成期においては、国別では中国、
業種別では金融への投資比率を高めに維持しました。

○シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て））
　前述をご参照ください。

当ファンドのポートフォリオ （2022年５月18日～2022年11月17日）
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12

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

【為替ヘッジあり】
　当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。下記のグラフは、基準価額と参考
指数の騰落率の対比です。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
（注）参考指数は、J.P. Morgan Asia Credit Index － Non-investment Grade Corporate Index〔米ドル建て〕です。

【為替ヘッジなし】
　当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。下記のグラフは、基準価額と参考
指数の騰落率の対比です。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
（注）参考指数は、J.P. Morgan Asia Credit Index － Non-investment Grade Corporate Index〔円換算後〕です。

当ファンドのベンチマークとの差異 （2022年５月18日～2022年11月17日）
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13

アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

＜アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）＞
　当ファンドの分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含
みます。）等の全額とします。当作成期間は、第118期から第123期の決算期にそれぞれ１万口当たり20
円（税引前）、合計120円（税引前）の分配を行いました。なお、収益分配に充てなかった留保益につ
きましては、運用の基本方針と同一の運用を行ってまいります。

（単位：円、１万口当たり・税引前）

項 目
第118期 第119期 第120期 第121期 第122期 第123期

2022年５月18日～
2022年６月17日

2022年６月18日～
2022年７月19日

2022年７月20日～
2022年８月17日

2022年８月18日～
2022年９月20日

2022年９月21日～
2022年10月17日

2022年10月18日～
2022年11月17日

当期分配金 20 20 20 20 20 20
(対基準価額比率) 0.369％ 0.396％ 0.389％ 0.388％ 0.411％ 0.413％

当期の収益 17 18 18 18 16 14
当期の収益以外 2 1 1 1 3 5

翌期繰越分配対象額 357 356 355 354 352 346
（注）対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

＜アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジなし）＞
　当ファンドの分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含
みます。）等の全額とします。当作成期間は、第118期から第123期の決算期にそれぞれ１万口当たり20
円（税引前）、合計120円（税引前）の分配を行いました。なお、収益分配に充てなかった留保益につ
きましては、運用の基本方針と同一の運用を行ってまいります。

（単位：円、１万口当たり・税引前）

項 目
第118期 第119期 第120期 第121期 第122期 第123期

2022年５月18日～
2022年６月17日

2022年６月18日～
2022年７月19日

2022年７月20日～
2022年８月17日

2022年８月18日～
2022年９月20日

2022年９月21日～
2022年10月17日

2022年10月18日～
2022年11月17日

当期分配金 20 20 20 20 20 20
(対基準価額比率) 0.286％ 0.295％ 0.297％ 0.278％ 0.283％ 0.299％

当期の収益 20 20 19 20 20 19
当期の収益以外 － － 0 － － 0

翌期繰越分配対象額 511 515 516 524 528 528
（注）対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

分配金 （2022年５月18日～2022年11月17日）
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アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

＜アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）＞
　「アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジあり）（適格機関投資家専用）」と「シュ
ローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て））」
を投資対象ファンドとし、両ファンド合計の組入比率を高位に保つことを基本とします。なお、「シュ
ローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て））」
については、実質組入外貨建資産に対し、当ファンドにて為替ヘッジを行います。

○アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジあり）（適格機関投資家専用）
　マザーファンドへの投資を通じて、アジアのハイ・イールド債券等に投資を行い、安定的かつ高水準
の配当等収益を確保し、信託財産の中長期的な成長を図ることを目的として運用を行います。なお、実
質組入外貨建資産については、為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を目指します。

○シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て））
　日本を除くアジア企業が発行する転換社債またはその他証券（転換優先株、他社株転換可能債券な
ど）に投資を行い、信託財産の着実な成長を目的として運用を行います。なお、外貨建資産への投資に
あたっては、原則として為替ヘッジは行いません。

＜アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジなし）＞
　「アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）」と「シュ
ローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て））」
を投資対象ファンドとし、両ファンド合計の組入比率を高位に保つことを基本とします。

○アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
　マザーファンドへの投資を通じて、アジアのハイ・イールド債券等に投資を行い、安定的かつ高水準
の配当等収益を確保し、信託財産の中長期的な成長を図ることを目的として運用を行います。なお、実
質組入外貨建資産については、為替ヘッジを行いません。

○シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て））
　前述をご参照ください。

お知らせ
【為替ヘッジあり】／【為替ヘッジなし】
　該当事項はございません。

今後の運用方針
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アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券
信 託 期 間 2012年８月27日から2027年５月17日までです。

運 用 方 針
投資信託証券への投資を通じて、アジアのハイ・イールド債券を中心に、他、転換社債（ＣＢ）
等に実質的に投資を行い、投資信託財産の安定した収益の確保と着実な成長を目指して運用を行
います。

主要投資対象

為 替 ヘ ッ ジ あ り

・アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジあり）（適格機関
投資家専用）

・シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジア
ＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て））

※実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行い、為替変
動リスクの低減を目指します。

為 替 ヘ ッ ジ な し

・アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジなし）（適格機関
投資家専用）

・シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジア
ＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て））

※実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。
アジア・ハイ・イールド債券
ファンドＦ（為替ヘッジあり）
（適 格 機 関 投 資 家 専 用 ） ／
アジア・ハイ・イールド債券
ファンドＦ（為替ヘッジなし）
（適 格 機 関 投 資 家 専 用 ）

ＧＩＭアジア・ハイ・イールド債券マザーファンド（適格機関投資家専
用）の受益証券への投資を通じて、アジア諸国の高利回り社債および高利
回り社債の信用リスクを主として反映する仕組債を主要投資対象としま
す。

シ ュ ロ ー ダ ー ・ イ ン タ ー
ナショナル・セレクション・
フ ァ ン ド － ア ジ ア Ｃ Ｂ
（Ｃクラス（米ドル建て））

アジア（除く日本）企業が発行する転換社債またはその他証券（転換優先
株、他社株転換可能債券など）を主要投資対象とします。

運 用 方 法
投資にあたっては、ファンダメンタルズ分析、バリュエーション分析等を基に銘柄を選定しま
す。また転換社債（ＣＢ）に関しては、前記に加え、株価との連動性等を勘案し銘柄を選定しま
す。ポートフォリオの構築にあたっては、金利収入の獲得を重視し、債券価格の上昇による投資
信託財産の成長を目指します。

分 配 方 針

毎月17日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、原則として、以下の方針に基づき、収益分
配を行います。
分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の配当等収益と売買益（評価益を含みま
す。）等の全額とします。
分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価額水準等を勘案のうえ決定します。分配可能額が少
額の場合や基準価額水準によっては、収益分配を行わないことがあります。

当ファンドの概要
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アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）

（参考情報）

○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

【為替ヘッジあり】

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 17.4 42.1 59.8 62.7 5.4 7.9 15.7
最小値 △ 21.7 △ 16.0 △ 12.4 △ 19.4 △ 3.7 △ 4.5 △ 9.4
平均値 △ 2.6 7.2 15.3 8.4 0.0 3.2 2.0

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）2017年11月から2022年10月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものです。
（注）上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。
（注）当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。

《各資産クラスの指数》
日 本 株：東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
先進国株：MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株：MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債：NOMURA － BPI国債
先進国債：FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債：JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス － エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）

※各指数についての説明は、最終ページの「代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について」をご参照ください。

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジなし）

【為替ヘッジなし】

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 20.5 42.1 59.8 62.7 5.4 7.9 15.7
最小値 △ 10.1 △ 16.0 △ 12.4 △ 19.4 △ 3.7 △ 4.5 △ 9.4
平均値 1.3 7.2 15.3 8.4 0.0 3.2 2.0

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）2017年11月から2022年10月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものです。
（注）上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。
（注）当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。

《各資産クラスの指数》
日 本 株：東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
先進国株：MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株：MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債：NOMURA － BPI国債
先進国債：FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債：JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス － エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）

※各指数についての説明は、最終ページの「代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について」をご参照ください。

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第123期末

％
アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジあり）（適格機関投資家専用） 85.8
シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て）） 11.0

組入銘柄数 2銘柄

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。資産の状況等によっては100％超となる場合があります。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しております。
（注）組入全銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。

項 目 第118期末 第119期末 第120期末 第121期末 第122期末 第123期末
2022年６月17日 2022年７月19日 2022年８月17日 2022年９月20日 2022年10月17日 2022年11月17日

純 資 産 総 額 804,795,047円 774,259,324円 762,054,783円 789,070,487円 758,731,285円 770,380,996円
受 益 権 総 口 数 1,490,122,916口 1,539,863,801口 1,488,676,963口 1,537,270,818口 1,565,611,389口 1,595,996,845口
１万口当たり基準価額 5,401円 5,028円 5,119円 5,133円 4,846円 4,827円
（注）当作成期間（第118期～第123期）中における追加設定元本額は269,410,928円、同解約元本額は209,404,158円です。

当ファンドのデータ【為替ヘッジあり】

組入資産の内容 （2022年11月17日現在）

国内投資信託受益証券
85.8％

外国投資証券
11.0％

その他
3.3％

○資産別配分

日本
85.8％

ルクセンブルク
11.0％

その他
3.3％

○国別配分

円
85.8％

米ドル
11.0％

その他
3.3％

○通貨別配分

純資産等
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アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジなし）

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第123期末

％
アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 85.8
シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て）） 11.4

組入銘柄数 2銘柄

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。資産の状況等によっては100％超となる場合があります。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しております。
（注）組入全銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。

項 目 第118期末 第119期末 第120期末 第121期末 第122期末 第123期末
2022年６月17日 2022年７月19日 2022年８月17日 2022年９月20日 2022年10月17日 2022年11月17日

純 資 産 総 額 9,558,864,570円 9,272,324,158円 9,263,662,840円 10,041,168,034円 9,775,070,145円 9,371,788,386円
受 益 権 総 口 数 13,718,898,152口 13,726,527,846口 13,804,195,392口 13,974,757,185口 13,854,692,554口 14,052,886,836口
１万口当たり基準価額 6,968円 6,755円 6,711円 7,185円 7,055円 6,669円
（注）当作成期間（第118期～第123期）中における追加設定元本額は2,526,539,939円、同解約元本額は2,550,593,062円です。

当ファンドのデータ【為替ヘッジなし】

組入資産の内容 （2022年11月17日現在）

国内投資信託受益証券
85.8％

外国投資証券
11.4％

その他
2.8％

○資産別配分

日本
85.8％

ルクセンブルク
11.4％

その他
2.8％

○国別配分

円
85.8％

米ドル
11.4％

その他
2.8％

○通貨別配分

純資産等
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アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）

組入上位ファンドの概要
アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジあり）（適格機関投資家専用）

（注）分配金再投資基準価額は、作成期首（2022年５月９日）の値が基準価
額と同一となるように指数化しております。

【１万口当たりの費用明細】
（2022年５月10日～2022年11月９日）

項 目 第126期 ～ 第131期
金 額 比 率

円 ％
(a) 信 託 報 酬 20 0.355

( 投 信 会 社 ) （19） （0.333）
( 販 売 会 社 ) （ 0） （0.006）
( 受 託 会 社 ) （ 1） （0.017）

(b) そ の 他 費 用 8 0.140
( 保 管 費 用 ) （ 7） （0.128）
( 監 査 費 用 ) （ 1） （0.011）
( そ の 他 ) （ 0） （0.001）

合 計 28 0.495
作成期間中の平均基準価額は、5,579円です。

（注）上記項目の概要につきましては運用報告書（全体版）をご参照くださ
い。

（注）作成期間中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追
加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した
結果です。

（注）各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未
満は四捨五入してあります。

（注）その他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払っ
た金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）
を作成期間中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに
小数第３位未満は四捨五入してあります。

（円）

4,000
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5,000
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6,000

6,500

7,000

2022/５/９ 2022/11/９

分配金再投資基準価額

【基準価額の推移】

【組入上位ファンド】
（2022年11月９日）

銘 柄 名 投資比率
％

ＧＩＭアジア・ハイ・イールド債券マザーファンド（適格機関投資家専用） 101.6
その他 －1.6

組入銘柄数 1銘柄

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。資産の状況等によっては100％超となる場合があります。
（注）その他は現金・預金・その他の資産（負債控除後）です。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しております。
（注）組入全銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

親投資信託受益証券
101.6％

その他
-1.6％

【資産別配分】

日本
100.0％

【国別配分】

日本円
100.0％

【通貨別配分】
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アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジなし）

組入上位ファンドの概要
アジア・ハイ・イールド債券ファンドＦ（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）

（注）分配金再投資基準価額は、作成期首（2022年５月９日）の値が基準価
額と同一となるように指数化しております。

【１万口当たりの費用明細】
（2022年５月10日～2022年11月９日）

項 目 第126期 ～ 第131期
金 額 比 率

円 ％
(a) 信 託 報 酬 39 0.355

( 投 信 会 社 ) （37） （0.333）
( 販 売 会 社 ) （ 1） （0.006）
( 受 託 会 社 ) （ 2） （0.017）

(b) そ の 他 費 用 2 0.022
( 保 管 費 用 ) （ 1） （0.011）
( 監 査 費 用 ) （ 1） （0.011）
( そ の 他 ) （ 0） （0.000）

合 計 41 0.377
作成期間中の平均基準価額は、10,971円です。

（注）上記項目の概要につきましては運用報告書（全体版）をご参照くださ
い。

（注）作成期間中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追
加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した
結果です。

（注）各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未
満は四捨五入してあります。

（注）その他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払っ
た金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）
を作成期間中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに
小数第３位未満は四捨五入してあります。

（円）

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

12,500

2022/５/９ 2022/11/９

分配金再投資基準価額

【基準価額の推移】

【組入上位ファンド】
（2022年11月９日）

銘 柄 名 投資比率
％

ＧＩＭアジア・ハイ・イールド債券マザーファンド（適格機関投資家専用） 100.5
その他 －0.5

組入銘柄数 1銘柄

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。資産の状況等によっては100％超となる場合があります。
（注）その他は現金・預金・その他の資産（負債控除後）です。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しております。
（注）組入全銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

親投資信託受益証券
100.5％

その他
-0.5％

【資産別配分】

日本
100.0％

【国別配分】

日本円
100.0％

【通貨別配分】
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アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

参考情報：ＧＩＭアジア・ハイ・イールド債券マザーファンド（適格機関投資家専用）の組入資産の内容
【１万口当たりの費用明細】

（2022年５月10日～2022年11月９日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a）そ の 他 費 用 3 0.011

( 保 管 費 用 ) （3） （0.011）
( そ の 他 ) （0） （0.000）

合 計 3 0.011
期中の平均基準価額は、25,854円です。

（注）上記項目の概要につきましては、運用報告書（全体版）をご参照くだ
さい。

（注）各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未
満は四捨五入してあります。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）
を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第
３位未満は四捨五入してあります。

（円）
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【基準価額の推移】

【組入上位10銘柄】
（2022年11月９日）

銘 柄 名 業 種 ／ 種 別 等 通 貨 国（地域） 比 率
％

１ HBIS GRP HK 3.75% 特殊債券 米ドル イギリス 3.2
２ GOLDEN EAGLE 4.625% REGS 社債券 米ドル アメリカ 3.1
３ FWD GRP VAR EMTN 社債券 米ドル イギリス 3.0
４ MEDCO PLATINUM6.75% REGS 社債券 米ドル アメリカ 2.9
５ FWD VAR 49 社債券 米ドル イギリス 2.8
６ BANK TABUNGAN 4.2% 社債券 米ドル イギリス 2.7
７ PETRON VAR 社債券 米ドル イギリス 2.7
８ RIZAL COMMERCIAL BK VAR 社債券 米ドル イギリス 2.6
９ HUARONG FIN 2.5% EMTN 特殊債券 米ドル イギリス 2.2
10 KRUNG THAI BANK VAR 社債券 米ドル イギリス 2.1

組入銘柄数 93銘柄

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。資産の状況等によっては100％超となる場合があります。
（注）その他は現金・預金・その他の資産（負債控除後）です。
（注）国（地域）および国別配分につきましては発行国を表示しております。
（注）組入全銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

社債券
79.1％

特殊債券
10.5％

その他
10.5％

【資産別配分】

イギリス
60.8％

アメリカ
27.9％

香港
0.8％

その他
10.5％

【国別配分】

米ドル
89.5％

その他
10.5％

【通貨別配分】
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アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

組入上位ファンドの概要
シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢ（Ｃクラス（米ドル建て））

【１万口当たりの費用明細】
（2021年１月１日～2021年12月31日）

　当ファンドにおける１万口当たりの費用の明細に関する情報
がないため、開示できません。

170

175

180

185

190

195

200

2020/12 2021/12

（米ドル）
【基準価額の推移】

※シュローダー・インベストメント・マネジメント（スイス）ＡＧのデータを基に、岡三アセットマネジメントが作成し掲載しております。

　以下は、シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド－アジアＣＢの状況です。
【組入上位10銘柄】

（2021年12月31日現在）
銘 柄 名 業 種 ／ 種 別 等 通 貨 国（地 域） 比 率

％
１ ANLLIAN Capital Ltd., Reg. S 0% 05/02/2025 一般消費財・サービス ユーロ 中国 5.5
２ POSCO, Reg. S 0% 01/09/2026 素材 ユーロ 韓国 4.1
３ LG Display Co. Ltd., Reg. S 1.5% 22/08/2024 情報技術 米ドル 韓国 3.9
４ Lenovo Group Ltd., Reg. S 3.375% 24/01/2024 情報技術 米ドル 中国 3.7
５ Globalwafers Co.Ltd., Reg. S 0% 01/06/2026 情報技術 米ドル 台湾 3.5
６ Meituan, Reg. S 0% 27/04/2027 一般消費財・サービス 米ドル 香港 3.5
７ Cathay Pacific Finance III Ltd., Reg. S 2.75% 05/02/2026 資本財・サービス 香港ドル 香港 3.4
８ Singapore Airlines Ltd., Reg. S 1.625% 03/12/2025 資本財・サービス シンガポールドル シンガポール 3.0
９ Bharti Airtel Ltd., Reg. S 1.5% 17/02/2025 コミュニケーション・サービス 米ドル インド 3.0
10 Zhongsheng Group Holdings Ltd., Reg. S 0% 21/05/2025 一般消費財・サービス 香港ドル 中国 3.0

組入銘柄数 59銘柄

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。資産の状況等によっては100％超となる場合があります。
（注）国（地域）および国別配分につきましてはリスク国を表示しております。
（注）組入全銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

外国債券
98.9％

その他
1.1％

【資産別配分】

中国
60.4％台湾

12.7％
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3.3％

シンガポール
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インド
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その他
2.4％

【国別配分】

米ドル
63.4％

香港ドル
20.3％

ユーロ
11.5％

シンガポールドル
3.0％

日本円
0.6％ その他

1.1％

【通貨別配分】
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アジア ハイ・イールド・プラス（毎月決算型）（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

＜代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について＞
騰落率は、データソースが提供する各指数をもとに株式会社野村総合研究所が計算しており、その内容
について、信憑性、正確性、完全性、最新性、網羅性、適時性を含む一切の保証を行いません。また、
当該騰落率に関連して資産運用または投資判断をした結果生じた損害等、当該騰落率の利用に起因する
損害及び一切の問題について、何らの責任も負いません。

○東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
東証株価指数（TOPIX）（配当込み）は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性
を有するマーケット・ベンチマークで、配当を考慮したものです。なお、TOPIXに関する著作権、知的財産権そ
の他一切の権利は株式会社JPX総研又は株式会社JPX総研の関連会社に帰属します。

○MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、日本を除く世界の先進国
の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的財産権
その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。

○MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、世界の新興
国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的財産
権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。

○NOMURA － BPI国債
NOMURA － BPI国債は、野村證券株式会社が発表している日本の国債市場の動向を的確に表すために開発され
た投資収益指数です。なお、NOMURA － BPI国債に関する著作権、商標権、知的財産権その他一切の権利は、
野村證券株式会社に帰属します。

○FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く
世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した指数です。なお、FTSE世界国債インデックス
に関する著作権等の知的財産その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。

○JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス － エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）
JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス － エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファ
イド（円ベース）は、J.P. Morgan Securities LLCが算出、公表している、新興国が発行する現地通貨建て国債
を対象にした指数です。なお、JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス － エマージング・マーケッ
ツ・グローバル・ディバーシファイドに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P.  Morgan 
Securities LLCに帰属します。
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